
 

 

 

 

 

 

（１）有形文化財（建造物） 

 

①旦椋神社本殿 

 寛文 12 年（1672）年に建設された

二間社流造の本殿。府内でも類例の少

ない二間社本殿のうち、最古の遺構と

して貴重である。近在の荒見神社本殿

［慶長９年（1604）、重要文化財］と

共通する意匠を取り入れつつも、大工

の個性がよくあらわれた華やかな建物

である。 

（昭和 57 年度 京都府登録文化財） 

②天満神社本殿（天満神社・城陽市） 

②天満神社本殿 

 17 世紀前期に建設されたと考えられ

る一間社流造の本殿。社殿の規模は小

さいものの、古様を留めた丁寧な造り

としているほか、社殿全体に極彩色を

施すなど華やかな建物である。また、

棟札が多く残されていて、その修理の

経緯などが確認できることから、歴史

的にも価値が高い。 

（昭和 57 年度 京都府登録文化財） 

③絹本著色五智如来像  

 一幅の画面に五体の尊格が描かれる。それらは

両界曼荼羅に描かれる諸尊のうち胎蔵界曼荼羅の

中心を成す中台八葉院に配される五仏に一致し、

このような五仏の尊格のみによって構成される画

像は類例がなく大変貴重である。それぞれの尊格

が繊細で丁寧な輪郭によって描き出され、着衣の

描写には金箔を細く切り出した截
きり

金
かね

の表現も見ら

れるなど、優れた技術を見せ、鎌倉時代に遡る優

品としても高く評価される。  

（令和４年度 京都府暫定登録文化財） 

 

（２）有形文化財（美術工芸品） 

③絹本著色五智如来像（大智寺・木津川市） 

①旦椋神社本殿（旦椋神社・城陽市） 



 

 

 

  
④酬恩庵方丈障壁画 狩野探幽筆（酬恩庵・京田辺市） 

⑤木造阿弥陀如来坐像（了蓮寺・京都市） 

④酬恩庵方丈障壁画 狩野探幽筆 

酬恩庵方丈は、江戸時代、慶安三年（1650）に前田利常の寄進により再興さ

れた。その際に描かれた襖絵として伝わる本作には「探幽斎筆」の款記があり、

当時の狩野派の中心人物である狩野探幽によって描かれたと考えられる。方丈の

中心となる室中の間には「山水図」が描かれ、余白と微妙な墨のグラデーション

によって瀟洒な山水景を描き出しており、探幽の制作年代がわかる基準的な作例

として貴重である。 

⑤木造阿弥陀如来坐像 

 百万遍知恩寺山内寺院の了蓮寺に、本

尊として祀られる阿弥陀如来坐像。 

全体に平安時代後期のいわゆる和様彫

刻の特徴をよく示し、すぐれた出来栄え

を示している。像内全面に黒漆を塗るな

ど、非常に丁寧な作りである。江戸時代

には雲居寺
う ん ご じ

、あるいは高山寺伝来と伝わ

っていた像だが、像の特徴からも、しか

るべき高位の発願者
ほつがんしゃ

によって作られた、

由緒のある像と考えられる。なお、螺
ら

髪
ほつ

を一粒ずつ鉄釘で留める点は珍しい。 

両手先等を含めほぼ全て制作当初のも

のを残し、保存状態良好な平安後期彫刻

の優品として高く評価できる。 



 

 

⑥木造阿弥陀如来立像（佛性寺・宮津市） 

⑥木造阿弥陀如来立像 

佛性寺本尊の阿弥陀如来立像。 

上下唇にそれぞれ水晶を嵌め、口の中に金属板による歯列を表し、両足先に

枘
ほぞ

を作り出さず、かかと後方に丸棒２本を伸ばして台座上に立てる等の非常に

珍しい特徴を持つ。これらはいずれも生身
しょうじん

の仏への鎌倉時代の独特の信仰を背

景に採用された表現だと考えられている。 

唇に水晶を嵌める仏像は、全国的に見ても、京都市下京区・上徳寺
じょうとくじ

の阿弥陀

如来立像、東京国立博物館の菩薩立像（いずれも重要文化財）と本像の３例の

みで、極めて珍しい。 

上徳寺像よりはやや新しい鎌倉時代 13 世紀中頃の制作と考えられ、鎌倉時代

に流行した、生身の仏への信仰を背景に作られた珍しい如来像として貴重なも

のである。 

（令和元年度 京都府暫定登録文化財） 

（全体） （面部 近景） 



 

 

  

  

⑧縠
こめ

織
おり

（保持者：海老ヶ瀬順子） 

縠織は、捩り織と呼ばれる織技法の一つで、夏の有職装束などに用いられて

きました。 

海老ヶ瀬氏は、昭和 32 年（1957）石川県金沢市に生まれました。京都西陣の

染織作家で重要無形文化財保持者であった北村武資氏に師事して多様な織技術 

（３）無形文化財 

⑦岡田国神社文書（個人・木津川市） ⑦岡田国神社文書（個人・木津川市） 

⑧縠
こめ

織
おり

（保持者：海老ヶ瀬順子） 

縠織は、綟
もじ

り織
おり

と呼ばれる織技法の一つで、夏の有職装束などに用いられて

きた。 

海老ヶ瀬氏は、昭和 32 年（1957）石川県金沢市に生まれた。京都西陣の染織

作家で重要無形文化財保持者であった北村武資氏に師事して多様な織技術を習

得した後、縠織の技法で伝統工芸展へ出品している。令和５年第 70 回日本伝統

工芸展で「縠織着物『Garden』」が日本工芸会会長賞を受賞するなど、伝統的

な技法を用いて現代的に展開された作品は高く評価されている。 

⑦岡田国神社文書 

木津川市木津の岡田国神社の宮司家に伝来した資料。岡田国神社は木津郷の氏

神で、明治時代以前は天神宮と称した。室町時代から明治時代までの史料を含む

が、特に室町時代に作成された古文書は、当時の神事や祭礼について記されてお

り、中世の神社や村落について知るうえで貴重な史料である。 

（令和４年度 京都府暫定登録文化財） 

縠織着物「Garden」 第 70 回日本伝統工芸展  

日本工芸会会長賞  

 ⑧縠織 保持者：海老ヶ瀬順子（綾部市） 


